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地域説明会 資料
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平成２８年１０月
宮 代 町

未来につながる教育環境を目指して
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１．開 会

２．あい さつ

３．資料説明

「宮代町立小中学校の適正配置」

４．質 疑

５．そ の 他

６．閉 会
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宮代町の公共施設マネジメントの取組

H22.11 「宮代町公共施設・インフラ更新のあり方研究報告書」

～東洋大学との共同研究

H23.11 「宮代町第４次総合計画」策定

「公共施設マネジメント計画」策定

H25. 6 町教育委員会から審議会へ諮問、審議開始

H26. 2 「宮代町立小中学校の適正配置に関する意識調査」実施

H26. 12 審議会答申
答申骨子〔小中学校１校の適正規模を12～18学級とすること〕

H27.8 「宮代町立小中学校の適正配置に関する基本方針」まとめ

H28.3 「宮代町立小中学校適正配置計画」策定
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目的 教育環境の向上

提案１ 学校再編により規模の適正化を図ります

中学校 ３校 → １校へ

小学校 ４校 → ３校へ

提案２ 小中学校の再編に合わせて、

施設設備の充実を図ります

≪本日ご提案したいこと≫
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背景１ 児童生徒数減少と教育課題

町全体で人口の減少が進行

平成10年がピーク、以降減少

特に、年少者人口の減少が顕著

小中学生の数はピーク時の１／２以下
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背景２ 校舎の建替え時期

人口急増時代に増築、新設行ったため

建築後３０年以上経過

増築、複数棟のため使い勝手に課題

新しい教育需要（ＩＣＴなど）への対応

宮代町人口の推移と見込み S45 - H57

16,050人

S45 H10

35,225人

33,589人

約25,700人

H27 H57

30年後

景気拡大

宅地開発

道仏
土地区画整理
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児童生徒数の推移と見込み S45 – H47

1,460人

S45 S57

3,886人

1,457人

H28 H47

20年後

S62

681人

2,018人

748人

1,050人

620人

小学生

中学生
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児童生徒数減少により…

様々な課題が心配されています
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学校施設の建替え時期到来 H30 – H40年代

昭和45 平成32頃～6050

児童生徒の増加

増築・新設

建替え時期
集中

約50年…
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延べ床面積の推移

課題の解決と教育環境向上

学校規模の適正化

多様な学習機会 人間関係の形成

学校運営の課題

学習機会に制限 教職員数減少

背景１ 児童生徒数の減少

児童生徒数減 地域の偏り

公共施設機能と役割りの再編

建物施設再編 インフラ更新

町財政規模の縮小

高齢化・税収減 維持修繕費増

背景２ 学校(公共施設)老朽化

建物施設
インフラ （道
路、上下水道）

現 状

課 題

改善のために…
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1.確かな学力と自立する力の育成

11

宮代教育の目標 ～宮代町教育振興基本計画

2.健康で心豊かな児童生徒の育成

・施設・設備の整備、充実による学習環境の向上

・地域と連携した学校教育の推進

・学校規模の確保による多様な学習機会の実践

・児童生徒相互の学び合い、高め合い

・教職員数の確保による学校運営の活性化

・部活動、クラブ活動の充実と心身の育成

・教育相談体制の充実

3.地域に開かれた質の高い学校教育の推進

学校規模の適正化 ≪小学校≫

2 - 1

1 - 1

3 - 1

4 - 1

5 - 1

6 - 1

2 - 2

1 - 2

3 - 2

4 - 2

5 - 2

6 - 2

2 - 3

1 - 3

3 - 3

4 - 3

5 - 3

6 - 3

① 基礎的な知識と技能を習得

《小 学 校》

②友だちとの交流を通して、集団生活に慣れ社会性を育成

・1学年に複数学級

望ましい教育環境

・・・１校12～18学級（学年2～3クラス）

そのために…

・基礎学力を身につけるため、
多くの教職員から多様な指導が
受けられる体制
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小学校児童数の推計（～ ）

百間小
445人

H26

須賀小
429人

東小
264人

H34

東小
417人

笠原小353人

須賀小283人

笠原小
323人

百間小393人

町住民基本台帳に基づく推計
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学級数の推計

東小 笠原小
12学級

H26

須賀小 百間小
14学級

H34

東小
14学級

須賀小
11学級

標準規模 12～18学級

笠原小
13学級

百間小
12学級

18学級

12
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中学校生徒数の推計（～ ）

百間中
304人

H26

須賀中
244人

前原中
216人

H40

百間中
427人

前原中
175人

須賀中 127人

町住民基本台帳に基づく推計
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百間中
9学級

H26

須賀中
8学級

前原中
6学級

H40

百間中
12学級

前原中 6学級

須賀中 5学級

標準規模 12～18学級

18学級

12
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中学校の学級数と先生の配置数
（埼玉県県費負担教職員配当基準）

１０名 １５名

1 - 1

2 - 1

3 - 1

1 - 2

2 - 2

3 - 2

1 - 3

2 - 3

3 - 3

1 - 4

2 - 4

3 - 4

1 - 5

2 - 5

3 - 5

1 - 6

2 - 6

3 - 6

６学級 ９学級 １２学級 １８学級

１8名 27名
17

学校規模の適正化 ≪中学校≫

① 教科担任制のため、少なくとも９教科に１０名の担当教員（技術・家庭各１名）

《中 学 校》

② 授業時数の多い国語、数学、理科、社会、英語の５教科には複数教員を配置

望ましい教育環境

・・・1校 12～18学級（学年4～6クラス）

さらに…
④ 部活動をはじめとした、様々な活動の選択肢と幅を広げること

③ 多様な種目に取り組めるよう、保健体育にも複数教員の配置

国語 数学 理科 社会 英語

保健体育 音楽 美術 技術 家庭
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教育環境の向上 ～H27地域ワークショップでのアイデアより

役場の機能

みんなで給食がとれる教室
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学校と地域活動 ～多機能化

学校施設

地域の施設

公民館など

小中学校に、地域が利用する施設・機能を併設

地域連携・交流
地域の知恵や力を学校運営
に提供・支援

生きがいづくり、体力づくり
のための身近な場所として

子供との交流により
地域も活性化

施設の効率的利用
施設の建設コストを
抑え、その分を教育
環境の予算へ

プール

共用機能
家庭科室、音楽室

体育館、プールなど
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適正配置 今後の進め方（中学校）
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●地域説明 H28.10（今回）

●地域説明会意見のまとめ H28.12

●教育フォーラム H29.1 意見と対応

●適正配置実施計画 H29.4

学校設置までの段階
１年目 基本設計、学校運営の調整
２年目 実施設計
３年目 工事着工
４年目 工事、移転
５年目 新校開校

●説明会 H29

●審議会（通学区域）

●町議会（条例・予算）




